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関心の高さから察するに、この作品は今後も時代を超え継承され続け、数十年あるいは数百年の間に

は新たな修復の手が加えられることが予測される。また現状ではそれほど豊富な類例があるとは言い

難い近現代画修復の実例としても、《原爆の図》作品の詳細な修復報告書をまとめ公表しておく必要が

あると感じ、ここに第1部「幽霊」の修復報告を記載しておきたい。

はじめに
日本画家の丸木位里（1901～1995）と油画家の丸木俊（1912～2000）夫妻が共同制作で描いた《原

爆の図》全15作品（全て四曲一双屏風）は、1950年に制作された第1部「幽霊」（図1、図2）を皮切りに、

その後32年間で全て制作された1。現在第1部から14部の作品が原爆の図丸木美術館（埼玉県）に、第

15部が長崎原爆資料館にそれぞれ所蔵される。

《原爆の図》の制作当初から今日まで70年以上が経過し、特に初期作品群の経年劣化や損傷等から

今後の保存状況が懸念されており、まず第1部「幽霊」が愛知県立芸術大学文化財保存修復研究所で修

復することが決定され、2021年12月から同所で修復作業を開始し、2023年4月に作業を終えた。

日本国内における未指定文化財美術作品の修復内容については、所有者もしくは修復依頼者と修復

担当者間での情報共有で終わることが多く、修復に携わる者による何かしらの媒体での報告や研究発

表等が行われない限り、広く一般ではその内容を知り得ない。しかし《原爆の図》作品に対する社会的

１. 《原爆の図 第1部・幽霊》のあゆみ
《原爆の図》全15作品のうち第1部「幽霊」に描かれているのは、1945年8月6日の広島原爆投下にお

いて、広島市三滝町から爆心地に近い土橋へ建物疎開の勤労奉仕に赴いた百名の女たちの被爆直後の

様子とされる2。と言っても、作画者である位里も俊も広島で直接被爆したわけではなく、原爆投下の事

実を知った数日後に広島入りを果たし、そこで夫妻が見聞きした情報を基に作品は制作されている。

第1部「幽霊」の作品公開初出は、日本美術会主催の第3回日本アンデパンダン展（1950年2月7日

～17日、東京都美術館）3で、会期中のタイトルは「原爆の図」ではなく「八月六日」とされた4。当時布

かれていたプレスコードにより原爆に関する情報が厳しく制限され、被害の実態を知る日本人が殆ど

居ない中で出品された作品の反応は大きく、2月の会期終了後間もない3月から早速国内の巡回展が

始まった5。夫妻の共同制作は「幽霊」が初めての試みであったが、この作品を観た鑑賞者の言葉から、

原爆の被害について「これはかき残しておかなければいけん思うて」（位里）6として《原爆の図》制作

継続の動機に繋がり、その後の二人の共同制作体制の端緒となった。

1953年6月には国外初としてハンガリーの首都ブタペストにて展覧会が開かれ、以降1964年に日

本に戻るまでの10年以上の間、「幽霊」は世界各地を渡り歩いている。1967年には埼玉県東松山市に

原爆の図丸木美術館が開館し、その後に制作された作品も含め、第15部のみを除く14作の《原爆の図》

作品が四曲一双屏風の形で納められた。以降は同館での常設展と館外貸し出しを繰り返しながら、現

在に至る。

２. 修復前の状況
修復前後の「幽霊」作品寸法や仕様等については別表のとおりである。

修復前の「幽霊」の損傷状況としては、とりわけ下地と椽の歪みが気になった。その歪みにより、屏

風を折り畳んでも隙間が生じ、完全に屏風を折り畳む事が出来なかった（図3）。また畳んだ際、各扇へ

の圧力に差異が生じ、部分によっては過剰に圧着され擦れている箇所が見受けられた。屏風椽の厚み

より本紙が貼り込まれている下地の厚みの方が厚い所があり、屏風を折り畳んだ際このような個所に

も必要以上に本紙への負荷がかかっていた。これらの歪みについては経年変化でさらに悪化する恐れ

があり、早期に対応する必要があった。

本紙には虫食いによる欠損や、染み、汚れ等が見られた。虫食いにおいては表面が薄く浸食され、彩

色層が失われた箇所も見受けられた。右隻第一扇右下および左隻第一扇右下、同四扇左下に液垂れ痕

があった（図4）。全八扇に横筋状の細長い茶色染

みが見られ、特に左隻第三扇、第四扇の白地部分

の染みが目立っていた（図5）。また左隻第四扇の

落書き痕や右隻第四扇の局所的な擦り痕など、人

為的な損傷が認められた（図6）。本紙が下地寸よ

り若干小さい寸法で裁断されていることにより、

椽（下地外寸）と本紙外寸との間に隙間が生じ、

下層の鳥の子紙が白く露出している辺があり、部

分によっては黒色顔料で過去に補彩されていた

（図7）。

屏風裏面の濃紺の裂は継ぎ目のない一枚裂で、鳥糞と思われる汚れがあった。また左隻第二扇の左

下隅に下貼り層に起因する引きつった顰みが認められた（図5）。

３. 修復の概要
「幽霊」は日本画家（丸木位里）と油画家（丸木俊）による共同合作のため、いわゆる古典的な日本画

系材料だけでなく油画系材料が用いられた可能性があり、これまでの経験では図れない新材料への新

たな試みが必要になるかと思われたが、修復前調査の結果、油画系材料が使用された形跡は確認され

なかった。よって従来の日本画修復に用いられる装こう技術に則った屏風修復方針を採ることにな

り、以下に示す工程で修復を進めた。なお調査の過程で得られた知見に関しては、第4章で述べる。

（1） 解体、汚れ除去、本紙剥落止め

修復前調査の後、屏風を各扇に解体し、本紙を屏風下地から外した。軽く埃を払った後、膠水溶液

で本紙着彩部分を剥落止めした。顔料粒子が動く恐れから、最初は直接接触せずにスチーム状の

膠水溶液を浸透させた。2回目以降は筆で直接行った。

（2） 煤出し

浄水を用いて本紙の汚れや煤を吸い取り紙に吸着させて除去し、クリーニングをした。

（3） 旧裏打ち紙除去・繕い（補紙）

本紙裏の旧裏打ち紙（旧浮紙、旧増裏紙、旧折伏紙、旧肌裏紙等）を除去した。本紙欠損箇所を繕う

ために、楮紙を欠損箇所の形に合わせ成形し、本紙裏から欠損箇所に当てて補紙を施した。

（4） 本紙肌裏打ち・増裏打ち

薄美濃紙に小麦澱粉糊（以降、糊と言う）を塗布して肌裏打を行った。肌裏打ちが乾いたら、補強の

ためにさらにもう一層美濃紙（中厚）で増裏打ちした。また新調した裏面用の裂も肌裏打ちをした。

（5） 本紙仮貼り乾燥・補彩

本紙を平らに張った状態に乾かすため、仮貼り板に貼り込んで2カ月以上乾燥させた。その期間を

利用し、本紙の欠損部を繕った補紙箇所や、各扇に出ていた隙間部分を補彩した。

（6） 下地下貼り（骨縛り・胴貼り・蓑掛け・蓑縛り）

骨縛り：新調した屏風下地（杉白太材）の組子に石州紙（厚口）を用いて骨縛りを行った。

胴貼り：骨縛りの上に泥入間似合紙を貼った。

蓑掛け：胴貼りの上に石州紙（中肉）で紙が3枚重なるように蓑掛けを行った。

蓑縛り：蓑掛けした下地を美濃紙（中肉）で全面貼りして蓑縛りをした。

（7） 通りつき

下地を揃えて四方廻りの辺にかんなをかけ、仕上予定寸法に合わせて下地を整えた。

（8） 蝶番付け

厚口の楮紙に糊を付けて蝶番部分に貼り、屏風の各扇を繋げた。さらに蝶番を付けた上から、厚め

の楮紙で両面からくるんだ。

（9） 下浮け・上浮け

A4サイズ程度の楮紙（中厚）の四方に糊を付けて、下地に下浮けを袋貼りした。さらにその上にも

う一層、下浮けとは紙の繊維方向を変えて、同じく楮紙（中肉）の上浮けを袋貼りした。

（10） 上貼り（表・裏）

上浮けまで完了した下地屏風に、表の本紙を、各扇の絵合わせを行った後、糊を全面塗布して下地

に上貼りした。さらに裏の裂も、表面本紙同様の手順で貼った。

（11） 椽打ち

屏風の椽を寸法に切り合わせて、打ち付けた。その後左右隻の第一扇と第四扇の椽木四隅に、新調

した金具（虫喰鶴首紋様）を取り付けた（図9）。

（12） 仕上げ

オゼ部分には、表側に本紙の色味に合わせて天然染料（ヤシャブシの実、淡墨）で染めた楮紙を、ま

た裏側には紺地の裂をそれぞれ上貼りし、屏風の形に仕上げた。保管時のクッション材としてオ

ゼ部分にあぜ桟木を用意し、綿の保存袋も別途用意して納入できるようにした。

４. 修復による知見
4．1 制作材料について
・下地・椽

元材の下地と椽は白太材を用いていた。第2章の修復前状況で述べた通り、複数個所で反りや歪み

が発生していたのは、屏風装にした際に下地材がまだ十分に乾燥されていない材を用いたか、数十年

に渡る保管環境の温湿度差による影響が及んだか、あるいはその両方の可能性があったかと思われ

る。下地一扇の大きさは八扇を平均して縦177．8cm、横90cm、厚み1．8cm。この下地材に近い順に、

下貼り紙として無地の紙4層（1層目に骨縛り紙、2層目に白地和紙、3層目に下浮紙、4層目に上浮紙）

が貼り重ねられ、その上に上貼りとして鳥の子紙1紙、裏打ち紙の入った本紙、の順で貼り重ねられて

いた（図8）。なお骨縛りに用いられていた紙は二重胴貼り紙と呼称される灰色のパルプ混合紙で、こ

れに透け止め効果も兼ねた様子であった。このため通常2層目に用いられる透け止め効果を狙った泥

入間似合紙での胴貼り紙は無く、単純な白地和紙が全面糊付けで1層目上に貼り重ねられていた。下

浮紙・上浮紙は、無地和紙をA3サイズ程度の大きさに裁断した紙で、四方周り5ミリ程度だけ糊付け

して袋貼りにされていた。

椽の厚みは1．8cmだが、部分によっては経年変化のためか下地以上に木痩せして細くなっている

所も見受けられ、その影響で第2章で述べたように必要以上に擦れ合ってしまう扇があった。椽には

飾り金具（銀古美七宝透紋様）が取り付けられていた（図9）。

・支持体（本紙）

第1部「幽霊」の支持体すなわち本紙は、一扇内における大きさが平均して縦176．9cm、横89．9cm

のサイズに裁断された、継ぎ目の無い大判の和紙一枚であった。「幽霊」には麻紙を使ったと、制作した

俊が著書で述べている7が、今回あらためて紙質調査した結果、本紙には楮繊維と麻繊維が確認され、楮

と麻の混合紙を用いていたことが判った8。また先行研究で岡村幸宣（原爆の図丸木美術館学芸員）氏ら

によって行われた「幽霊」本紙の目視調査の結果では、「紙の表面の肌理・漉き具合・質感などを観察し、

胡粉絵具が漉き込まれた印象がある」と指摘している9が、今回の修復前調査で行った蛍光X線調査10

において本紙の非彩色部分から少なからぬカルシウム成分を検出しており、同成分を多く含む填料（炭

酸カルシウム系のもの）が本紙拵え段階で漉き込まれたか、もしくは画

家自身が下地材として同成分を含む顔料（胡粉や方解末などか）を用い

たか、いずれかの可能性を高める結果となった11。

試みに1976年に市販されていた和紙の標本紙12で種々の和紙の質

感を確かめてみたところ、「雲肌麻紙」13の標本紙サンプルが「幽霊」本

紙と近い質感を感じた。ただし紙に漉き込まれた塵の多さや、漉きム

ラ、繊維溜まりなどが「幽霊」本紙の方により多く見られ、全体として

標本紙の「雲肌麻紙」よりも粗い紙質であったように感じた（図10）。

本紙の紙厚は平均値で約0．19mmで、現在市販される雲肌麻紙より

も薄手であったが、前述したように漉きムラや繊維溜まりの影響があ

り測定部分によって実測値に差が生じた。

・顔料

「幽霊」の彩色はモノトーン調で、目視で濃墨や淡墨の彩色や線描、鉛筆線、木炭線、木炭彩色等が確認

できる。色料（顔料および染料）調査の一手段として蛍光X線調査を用いる事により、鉱物を主成分に含

む顔料であれば、ある程度具体的な種類を絞り込める。「幽霊」の蛍光X線調査では、黒色箇所（薄い彩色

含む）からはいずれも特筆すべき鉱物の検出がなく、本紙とほぼ変わらぬ元素の検出結果であったため、

蛍光X線機器で拾えない軽元素の炭素系顔料、すなわち目視通りの墨、木炭、鉛筆などを顔料に使用した

と考えられる。そしてこの炭素系顔料の粒子が、描画が無い筈の地の白い部分から僅かながらも万遍なく

見出される事がデジタルマイクロスコープ調査14によって判り、過去において本紙表面同士が擦れ合っ

た結果15か、あるいは改装の際の水仕事で顔料粒子が流れた結果16かの可能性を挙げておきたい（図11）。

ところで「幽霊」の鑑賞上気に掛かる右隻第一扇右下と

左隻第一扇右下の白っぽく変色した液垂れ痕（図4）につ

いては、1980年代までの写真からはその痕が確認できな

いが17、今回の作品解体の際の確認によって本紙だけでな

く屏風の下貼り層の紙にまでその影響が及んでいたこと

が分かり、屏風形態に改装した後に付着した汚れと判断

できる18。この液垂れ痕は紫外線照射19で強い蛍光反応を

示し、デジタルマイクロスコープ調査では表面上に白っ

ぽい付着物のような質感のものがうっすらと載っている

ような印象を受けた（図12）。また目視では判別し得な

かったが、左隻第四扇の左端の（俊の自画像と言われる）

人物の膝裏辺りからも、紫外線反応を示した事により染

み痕があることを確認した（図13）。岡村氏（原爆の図丸

木美術館学芸員）によるとこれらの染み痕がいつ付着し

たのか正確には分からず原因も不明との事であったが、今回の蛍光X線調査では該当部分からリンや

カリウム等生物由来の成分が検出され、要因は判別しがたいものの、考えられ得るものの一つとして

獣糞や虫糞の可能性を挙げておく20。

4．2 過去の改装について
現状では四曲一双屏風の「幽霊」は、かつて掛幅装に仕立てられていたことが判っているが21、今回

の修復においてその事実を示す種々の痕跡が見つかった。以下その内容を記す。

・裏面の状況（裏打ち紙および上巻、折れ伏せの痕跡）

本紙裏面からの処置作業をする際、それ以前に行われた旧処置の様相が詳らかになる。本紙の裏面

に直接打たれている1層目の裏打ち紙を肌裏紙、2層目を増裏紙あるいは二度裏紙と言うが、作品に

よってはこの増裏紙が省略される場合もある。「幽霊」ではまず肌裏打ちが薄い混合紙22で打たれ、そ

の後に鳥の子紙が重ねられていた（図8）。

旧裏打ち紙を除去する際に水を浸透させて糊離れを促すが、その際に屏風に貼り込まれた際の糊付

け痕の刷毛目が水分吸収により浮かび上がり、刷毛痕が残るほどに比較的濃い目の糊を使っていた事

が窺われる（図14）。糊色は若干赤味がかっていて、生粋の小麦澱粉糊とは異なる印象であった。旧裏

打ち紙除去の際、この糊の粘着力残存状況は各扇によってバラつきがあり、旧処置の作業都度に糊濃

度が変わった状況が推察される。

旧肌裏紙の混合紙は、大きさが平均して縦67．7cm、横90cm（本紙横幅同寸）の紙2枚と、縦40．

4cm、横90㎝の紙1枚の計3枚が（喰先継ぎでなく）切継ぎで繋がれ打たれていた。さらに天地の天に

あたる上辺のみに巾4cm程度の青味がかった紙帯が一列充てられていた（図15）。肌裏紙としてその

ような色付きの細い紙帯をわざわざ充てる必要性が見出されない事から、可能性として屏風装に誂え

られる以前の形態であった掛幅装の「上巻」と呼ばれる部分の残存物であると推定する。上巻とは、掛

軸の裏面上部に取り付けられた薄い絹（上巻用裏打ち紙を伴う）で、掛軸上部の損傷を防ぐ役割を持

つ（図16）。今回見つかった紙帯に絹は付いてなかったが、上巻絹のみが剥がれたあとの痕跡と見る。

本来の掛幅装であれば上巻が本紙裏部分にまで及ぶことはまず無いのだが、《原爆の図》の作品が丈長

であるがゆえに掛軸の上下裂丈をかなり詰めて仕上げられた形跡が過去写真や映像から窺われ23、上

巻部分も成行き上本紙裏の上辺4cmほどの所にまで及んだのではないだろうか。過去に掛幅装から

屏風装にした際に本紙裏の部分だけは残り、この度の修復で青味がかった細い紙帯として出現したと

推定する。そしてこの「上巻」の推定が事実だったとすれば、今後の《原爆の図》の他作品（第2部から

10部まで24）の修復の際に、等しくその青味がかった紙帯を見出せる事かと予見するが、その報告に

ついては確認後に改めたい。

さらに本紙裏に「折れ伏せ紙」が直接貼られていた（図17）。折れ伏せ紙は、掛幅装や巻子装といっ

た巻物状の作品に施される処置で、折れている箇所や折れそうな箇所に2mm幅位の細長く切った薄

美濃和紙を貼って部分的に補強するものである。通常折れの発生しない屏風装には必要無いため、こ

れも掛幅装であった旧態の残存物であると判断する。「幽霊」本紙では作品下部に多く散見され、特に

左隻第三扇など白地部分の折れ伏せ箇所は表から見ても目立って染みになっており、施されていた旧

折れ伏せ紙は全て除去した。旧折れ伏せ紙の接着に用いられた糊は赤茶けた色をしており、粘着力が

非常に強く親水性に欠け、小麦澱粉糊ではない別の接着剤が用いられた様相を呈し、この接着剤の経

年変化が表側にまで響く染みの要因となった可能性が高い。

・本紙貼り込みの状況

これまでに既に触れたが、本紙と肌裏紙は同寸で裁断された状態で、それより一回り大きい鳥の子

紙（四方廻り各辺1．5cm程度増）に貼られており、鳥の子紙四方廻り各辺の曲げ代を下地側面に廻し

折り込んで貼り込まれていた。八扇分それぞれの本紙と肌裏紙の平均的な裁断サイズ（縦約176．

9cm、横約89．9cm）は、屏風下地の一扇の大きさ（縦約177．8cm、横約90cm）にほぼ等しい。つまり

貼り込みの為の曲げ代箇所は鳥の子紙だけで済み、本紙各辺の端が曲げ代に巻き込まれる事無く、作

品鑑賞の際には本紙描画箇所全体を隈なく見る事が出来るように仕上げられている。

通常の屏風修復における各扇への本紙貼り込みの場合、下地下貼りの最終工程である上浮紙の上

へ、裏打ち済みの本紙裏面（裏打ち紙の面）に全面糊付けして、四周の曲げ代を折り込みながら貼り込

んでいく。しかし「幽霊」の場合、本紙および肌裏紙合わせて曲げ代が無く同寸で裁断されていること

から、あらかじめ鳥の子紙が上貼りまで貼り込まれた屏風を複数隻用意しておいた可能性がある。《原

爆の図》の複数作品を同時に屏風装にしていく状況であった場合、かつての掛幅装を解体し、旧肌裏

紙を残したままの本紙を兎に角寸法通りに切り揃えて次々に屏風に貼り込んでいく手段を採れば、か

なり効率良い屏風制作手順になったと推察する。この状況が事実であったとすれば、第2部以降の多

くの作品の屏風が「幽霊」と同様の屏風仕様である事が予測されるが、現時点では未確認である。

・「幽霊」の改装歴

「幽霊」の掛幅装時代は、文献等で確認できる範囲で辿るとその期間が20年以上に及び、その後の

屏風装への改装と今回の芸大での屏風修復を加えれば、当初の作品完成時から約70年間で以下の通

り計4回の改装歴を刻んでいる。

①1950年の作品完成時は、位里御手製の「かり張り」装（椽のない襖装に似たパネル状のもの25）のま

ま日本アンデパンダン展に出品された。

②1950年に始まる国内巡回展の作品トラック移動の際「かり張り」同士の擦れ合いを心配した丸木

夫妻が、3部作まで出来上がった同年中に、位里の広島在住の弟に依頼して早くも掛幅装にされた
26（改装1回目）。

③国内巡回だけでは終わらず1953年から海外にて掛幅装のまま作品行脚が続けられ、一旦1956年

に中国北京に10部作品までが揃った際、北京の職人・高岡山という名の職人の手によって改めて

掛幅装として改装された（改装2回目）27。過去の掛幅装の痕跡として残されていたのはこの時のも

のか。

④新装の掛幅装で再び海外巡回に廻され、ようやく全ての作品が日本に里帰りしたのが1964年。

1967年には埼玉県内に原爆の図丸木美術館が開館し、納められた。岡村氏（原爆の図丸木美術館学

芸員）は「1980年代に屏風装になったのではないか」と推測されている（改装3回目）。

⑤本報告のとおり、2021年から愛知県立芸術大学文化財保存修復研究所で全面解体修復として改め

て屏風装に仕上げた（改装4回目）。

保存環境や取り扱い方、作品そのものの材質にも依るので一概には言えないが、通常紙や絹に描か

れる日本画作品の修復は数十年から百年に1回か2回程度入る事が想定されるため、凡そ70年間で4

回もの改装を踏む例は少ないと言える。「幽霊」がそのように改装歴を多く持つ宿命を負った最大の

要因は、上記②から④のとおり、移動を便利にしてより多くの人々の眼前に作品を届ける、という目

的を適えるためだったと言えよう。それは作者である丸木夫妻のみならず、この作品を観た人々の中

からも同じ志を持つ者が多く現れ、「もっと見たい」、「もっと見せたい」という人々の想いを結実させ

た結果だったと思われる。

おわりに
今回の修復では「新発見」等といった目立つ事績は無かったが、過去の形態であった掛幅装の痕跡

をしっかりと確認できたこと、材料の調査が進んだこと、過去からの修復歴をまとめ明らかにしたこ

となどが研究成果として挙げられる。これらの成果は、今後続く他の《原爆の図》作品の修復に活かす

ことが出来る。また丸木位里と丸木俊という画家の画業、特にその後の二人の制作体制に欠かせない

共同制作の最初期状況の一端を僅かながらも照らすことが出来たのではないだろうか。無論全て第1

部「幽霊」から判断できる内容であって、第2部以降の作品やその他の作品を修復する際には、改めて

それぞれの作品調査研究が必要である。

「幽霊」を含む一連の《原爆の図》作品に対する評価や言説は、制作後間もなくから凡そ70年の間

累々と行われ、著述も画家本人が著した物を含め数多く存在し、不安定な世界情勢が続く今後もなお

蓄積され続けるだろう。「《原爆の図》にはあまりにも美術以外の言説がまとわりついている」と評さ

れるように28、各作品のモチーフが制作時の社会情勢の影響を受けていて、一たび公開されれば鑑賞

者が背負う経験や知識、時代性と主観などがどうしても評価に織り込まれ易い。今回の「幽霊」修復作

業に関しても、これまで行ってきた他作品修復では経験したことのない回数と規模の取材報道やその

反応に驚かされ、あらためて本作品に対する社会的関心の高さを窺わせる結果となった。

一方で、従来の古画修復では乏しい事が多いはずの参考資料や情報に恵まれていたことは、近現代

画修復の特徴的な一面であり、これはかなり有難い事であった。作品そのものの情報以外に作者の残

した言葉が数多く存在し、それらと記録にある事実を作品の痕跡と符合させていく作業の繰り返しで

あった。ともあれ、第1部「幽霊」の修復は完了した。作品が末永く大切に継承されていくことを願っ

て止まない。
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶
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ISODA Hisao （1932-2020） was a designer who worked in a wide range of fields, including book 

bindings, costumes, stamp designs, and posters. From 1969 to 1997, he taught in the Department of 

Design at the Faculty of Fine Arts.

Exhibition "Design Begins with the Hand: The Genealogy of Design at Aichi University of the 

Arts: ISODA Hisao " will be held at the university's Satellite Gallery SA-KURA from November 5 to 20, 

2022, two years after his death.

In one of his works, Isoda was involved in the publication of a textbook by sculptor SATO 

Churyo and ANNO Mitsumasa, a painter, picture book author, and bookbinder. He wrote the design 

page, and we can read about his ideas on design at that time and the state of art education.

デザインは手からはじまる
―磯田尚男 デザインと教育―

Design begins with the hands.
ISODA Hisao  Design and Education

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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ザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」において、ご遺族、多くの卒業生の方々には多大なる

ご協力を賜りましたこと、ここに記して深謝申し上げます。
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
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1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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図1　《出会う「MAORI」》

図2　展覧会チラシ

掲載画像
図1  磯田尚男《出会う「MAORI」》 愛知県立芸術大学蔵

図2  展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」チラシ

図3  倉田三郎、小池岩太郎、桑原実ほか23名『美術1』日本文教出版、昭和56年、pp.22-23（筆者撮影）

図4  佐藤忠良ほか6名『少年の美術1』現代美術社、昭和56年、p.27（筆者撮影）

図5  佐藤忠良ほか三名『美術・その精神と表現 1』現代美術社、昭和59年、p.22（筆者撮影）
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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図1　《出会う「MAORI」》

図2　展覧会チラシ

掲載画像
図1  磯田尚男《出会う「MAORI」》 愛知県立芸術大学蔵

図2  展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」チラシ

図3  倉田三郎、小池岩太郎、桑原実ほか23名『美術1』日本文教出版、昭和56年、pp.22-23（筆者撮影）

図4  佐藤忠良ほか6名『少年の美術1』現代美術社、昭和56年、p.27（筆者撮影）

図5  佐藤忠良ほか三名『美術・その精神と表現 1』現代美術社、昭和59年、p.22（筆者撮影）

わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任

謝辞
展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」及び、公開講座「デ

ザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」において、ご遺族、多くの卒業生の方々には多大なる

ご協力を賜りましたこと、ここに記して深謝申し上げます。

註
1 現在、学校法人服部学園には御茶の水美術専門学校、御茶の水美術学院、artgymがある
2 OCHABI “建学の精神” https://www.ochabi.ac.jp/statement/（参照2023/10/30）
3 ただし、高校の教科書については、安野は執筆者に入っていないため、関わっていたのは小中の教科書までと考えられる。佐藤
と安野による『若き芸術家たちへ―ねがいは「普通」』の中で、安野は表紙絵は続けたが途中で退いたという話がある。。

4 太田弘「教科書のあり方を考える―美術教科書「ゼロ採択」の体験から」『法学セミナー増刊、総合特集シリーズ;17（特集・教科
書と教育）』日本評論社編、1981年11月、p155

5 研究代表者 中村紀久二『教科書の編纂・発行等教科書制度の変遷に関する調査研究:平成7年度~平成8年度科学研究費補助金（基
盤研究B（1）研究報告書）』による調査によると、昭和55年に発行された『子どもの美術』の占有率は全体の0.1%、58年は0.4%、
61年は1.2%、平成元年は0.9%であった。一方で、中学の教科書は、昭和56年に2.5%、59年は2.4%、62年3.8%、平成2年2.7%、5
年は3.2%であった。

6 佐藤忠良『子どもたちが危ない―彫刻家の教育論―』岩波ブックレットNo.41、岩波書店、1985年、p.60
7 文部省「高等学校学習指導要領小昭和53年（1978）改訂版https//erid.nier.gp.jp/files/COFS/s53h/chap1.htm（参照
2023/10/30）

8 日野永一「デザイン用語の変遷」『デザイン学研究』1984巻45号pp.18-26 https://doi.org/10.11247/jssdj.1984.18_1（参照 
2023/10/20）

9 文部省『小学校指導書 図画工作編』日本文教出版、昭和53年
10 文部省『中学校指導書 美術編』開隆堂出版、昭和53年
11 研究代表者 中村紀久二『教科書の編纂・発行等教科書制度の変遷に関する調査研究:平成7年度~平成8年度科学研究費補助金（基 
盤研究B（1）研究報告書）』1997、p110

12 文部省「中学校指導要領 付学校教育法施行規則（抄） 中学校学習指導要領等の改訂の要点」昭和52年7月
https://erid.nier.go.jp/files/COFS/s52j/index.htm（参照2023/9/28）

13 佐藤忠良ほか6名『少年の美術1』現代美術社、昭和56年、p.4
14 佐藤忠良（ほか）編『美術・その精神と表現2:教授資料』現代美術社、1999年
15 佐藤忠良『子どもたちが危ない―彫刻家の教育論―』岩波ブックレットNo.41、岩波書店、1985年、p.57
16 磯田尚男「デザインとは何だろう」『少年の美術』1981年、現代美術社、p.27
17 佐藤忠良ほか2名『美術・その精神と表現1』現代美術社、昭和59年、p.22
18 同上
19 佐藤ほか、禅掲、昭和59年、pp.58-60
20 佐藤忠良 ［ほか］ 編『美術・その精神と表現2: 教授資料』現代美術社、1999年、pp.128-129
21 同上、p.129

参考文献
太田弘「教科書のあり方を考える―美術教科書「ゼロ採択」の体験から」『法学セミナー増刊、 総合特集シリーズ ; 17（特集・教科書と 教
育）』日本評論社編、1981年11月

加藤芳夫、白木彰、松森雅孝、山田晃三企画・制作・編集『磯田尚男の仕事（1932‐2020）』大熊整美堂、2022

佐藤忠良『子どもたちが危ない:彫刻家の教育論』岩波ブックレットNo.41、岩波書店、1985年

佐藤忠良・安野光雅『若き芸術家たちへ―ねがいは「普通」』中央公論新社、2011年

西郷南海子「『子どもの美術』の編集経緯と採択の壁―「商品ではない教科書づくり」の挑戦」『教育史フォーラム』第9号、pp.61-82

日野永一「デザイン用語の変遷」『デザイン学研究』1984 巻 45 号 pp.18-26 https://doi.org/10.11247/jssdj.1984.18_1（参照 
2023/10/20）

掲載画像
図1  磯田尚男《出会う「MAORI」》 愛知県立芸術大学蔵

図2  展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」チラシ

図3  倉田三郎、小池岩太郎、桑原実ほか23名『美術1』日本文教出版、昭和56年、pp.22-23（筆者撮影）

図4  佐藤忠良ほか6名『少年の美術1』現代美術社、昭和56年、p.27（筆者撮影）

図5  佐藤忠良ほか三名『美術・その精神と表現 1』現代美術社、昭和59年、p.22（筆者撮影）



— 166 —

愛知県立芸術大学紀要　No.53（2023）

わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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掲載画像
図1  磯田尚男《出会う「MAORI」》 愛知県立芸術大学蔵

図2  展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」チラシ

図3  倉田三郎、小池岩太郎、桑原実ほか23名『美術1』日本文教出版、昭和56年、pp.22-23（筆者撮影）

図4  佐藤忠良ほか6名『少年の美術1』現代美術社、昭和56年、p.27（筆者撮影）

図5  佐藤忠良ほか三名『美術・その精神と表現 1』現代美術社、昭和59年、p.22（筆者撮影）

わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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ザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」において、ご遺族、多くの卒業生の方々には多大なる

ご協力を賜りましたこと、ここに記して深謝申し上げます。
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
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1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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図2  展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」チラシ
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図5  佐藤忠良ほか三名『美術・その精神と表現 1』現代美術社、昭和59年、p.22（筆者撮影）

図4　「デザインとは何だろう」
　　   『少年の美術1』

図5　「デザインとは何だろ」
　　   『美術・その精神と表現1』
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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掲載画像
図1  磯田尚男《出会う「MAORI」》 愛知県立芸術大学蔵

図2  展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」チラシ

図3  倉田三郎、小池岩太郎、桑原実ほか23名『美術1』日本文教出版、昭和56年、pp.22-23（筆者撮影）

図4  佐藤忠良ほか6名『少年の美術1』現代美術社、昭和56年、p.27（筆者撮影）

図5  佐藤忠良ほか三名『美術・その精神と表現 1』現代美術社、昭和59年、p.22（筆者撮影）

図4　「デザインとは何だろう」
　　   『少年の美術1』

図5　「デザインとは何だろ」
　　   『美術・その精神と表現1』

わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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掲載画像
図1  磯田尚男《出会う「MAORI」》 愛知県立芸術大学蔵

図2  展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」チラシ

図3  倉田三郎、小池岩太郎、桑原実ほか23名『美術1』日本文教出版、昭和56年、pp.22-23（筆者撮影）

図4  佐藤忠良ほか6名『少年の美術1』現代美術社、昭和56年、p.27（筆者撮影）

図5  佐藤忠良ほか三名『美術・その精神と表現 1』現代美術社、昭和59年、p.22（筆者撮影）

わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」及び、公開講座「デ

ザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」において、ご遺族、多くの卒業生の方々には多大なる

ご協力を賜りましたこと、ここに記して深謝申し上げます。
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わなかったが、本学の収蔵作品である《出会う》（図1）のシリーズを展示した経

験より、磯田作品に強い感銘を受け、この展覧会の発案に至った。

事前に展示作品の選定を行っている中で、筆者の目に留まったのが、彫刻家

佐藤忠良（1912‐2011）と画家や絵本作家、装丁家として活躍した安野光雅

（1926‐2020）によるあたらしい教科書の発刊に携わったことである。この教

科書は当時、ハードカバーの表紙であることや、図版よりも文字の方が多く「読

む教科書」と呼ばれるなど前衛的なものとして評価されていたが、採択数が少

ないなど、教科書を取り巻く環境も含め議論を呼んだ。磯田は、装丁やデザイ

ンの頁の執筆を担っている。執筆者や携わったすべての人の思いが込められているこの教科書には、

当然執筆を担った磯田のデザインに対する考え方や、美術教育の在り方についても読み取ることがで

きると考える。

２. デザインは手からはじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―
2.1 展示作品
展覧会「デザインは手からははじまる 愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」(図 2)では、本学の収

蔵作品《海潮音(春)、(春夏)、(夏)、(秋冬)、(冬)》(2005)、イラストレーション《出会う》シリーズと共に、

鎌倉のアトリエからお借りした作品を合わせ40点ほど展示した。

アトリエには、まだたくさんの作品が手つかずの状態で残されて

おり、展覧会開催にご尽力いただいた磯田の教え子たちによって

整理され、作品の選定にあたった。郵政審議会の専門委員も務め

たほど深く関わっていた切手のデザインや文学や狂言などをモ

チーフにしたデザインなど代表的な作品に加え、NHKの『婦人百

科』等に連載を持つ磯田は、エッセイストとしても知られており、

それらをまとめた書籍やエッセイ、昔は手作業で行われていた雑

誌の校正紙なども展示している。また、植物や車が好きだったと

いうエピソードを思わせるスポーツカーのイラストの数々や 植

物のデッサンなど、遊び心もありながら、デザインのアイディア

となりそうなものもお借りすることができ、手仕事を大切にして

いた磯田のデザイン観が垣間見えた。

また、卒業生たちによる冊子『磯田尚男の仕事（1932-2020）』上梓され、磯田の功績を俯瞰的に展

観するものとなった。

2.2 公開講座「「デザインは手からはじまる～磯田尚男の薫陶～」
また、2022年11月12日には、学内において、公開講座「デザインは手からはじまる～磯田尚男の

薫陶～」を開催。講師として、卒業生であり、磯田と深いかかわりのあった白木彰名誉教授と加藤芳夫

執筆者
川上　真由子（芸術資料館　学芸員)

１. はじめに
磯田尚男（1932-2020）は、創立間もない1969年から1997年まで本学美術学部デザイン専攻で教

鞭をとり、本の装幀、狂言の衣装、郵政省の切手デザイン、ポスター等、幅広い分野で活躍したデザイ

ナーである。

東京に生まれ、東京藝術大学を卒業の後、フリーのデザイナーとして研鑽を積む傍ら女子美術大学

で講師を務め、1969年愛知県立芸術大学助教授に就任。1974年からは教授を務めている。デザイン

専攻では、自由闊達な精神とデザイン思想（磯田イズム）をひろめ、グラフィックデザイナーだけでな

く、イラストレーター、木工家、写真家、染色家、版画家、画家等、各界で活躍する多くの優れた人材を

輩出した。

しかし、磯田の功績についてまとめられたものはなく、広く内外に紹介する機会もなかった。そこ

で、逝去から2年となる2022年11月5日から20日にかけて、本学サテライトギャラリーSA・KURA

で展覧会「デザインは手からははじまる　愛知芸大デザインの系譜―磯田尚男―」を開催。磯田の幅

広いデザイナーとしての仕事や、「先生」として慕われ、多くのクリエーターを育てた一面も含め、手

仕事によって生まれた数々の作品と共に紹介した。筆者は、本人に直接お会いして話を伺うことは叶

元客員教授を迎え、当時の思い出や作品について伺った。先生としての磯田の印象は、「いつもにこに

こしていた」や「よく怒られていた」など人によりさまざまで、授業方法も朗読の時間があったりする

など独特のものだったという。そして、磯田はグラフィックデザイナーの前に文人であると自分のこ

とを評するなど、文学や言葉がいつも磯田の仕事の背景にあったことが伺える。

また、磯田は一時期、生物学者の服部廣太郎博士が開いた美術学校「服部学園」1で働いていたとい

う。服部学園は、戦後間もない時代に、「自身の生物学研究を通して、モノの豊かさのみを是とせず「世

界に文化で貢献する」日本を創ることこそが真に平和な世界を築くことになると」2という信念のもと

で設立された。磯田は服部から「観る」ことの重要性を学んだといい、後に本学で教鞭をとる際にも、

学生たちにものをよく観察することを説いた。生涯を通して自然を愛し、「観る」ことを常に意識して

いた磯田の礎がこの頃に育まれたと考えられる。

そして、学内でのエピソードとして、非常勤講師として呼んだ安野光雅とのやり取りをあげた。最

初の授業中、芸祭の準備で疲れた学生たちが居眠りをしていたことに腹を立てた安野を次の年も続け

て招聘し、丁重にもてなしたことで、一緒に仕事をする仲になったというものである。その一つが磯

田も関わった教科書づくりだったと言える。

３. あたらしい教科書の編纂に向けて
3.1 現代美術社によるあたらしい教科書
美術関連書籍を手掛けていた現代美術社（以下，現美）社長の太田弘は、安野と彫刻家の佐藤に声を

かけ、小学校の図画工作教科書『子どもの美術』（昭和55～平成7年度）、中学校の美術教科書『少年の

美術』（昭和56～平成8年度）、高校の『美術・その精神と表現』（昭和57～平成14年度）の出版に尽力

した3。もともと太田は大手の教科書出版社に在籍し、安野と佐藤もそれぞれ教科書づくりに携わった

経験があった。太田は、大手出版社を退社後、現美を設立。教科書会社の熾烈な営業活動に疑問を持ち

「知識を授けるのではなくて、心を育てる教科書を創りたい」4という目標のもと、安野や佐藤らと共

に、あたらしい教科書の発刊を実現したという。その現美の教科書に最初から参加しているのが磯田

である。

『子どもの美術』で磯田は、奥付に「この本をデザインした人」として紹介されており、装丁を担当し

たことが分かる。『子どもの美術』は、当時、採択ゼロといわれるほどの採用数の少なさ5や装丁・内容

がほかの教科書とは異なる点などが話題となった。また、『少年の美術』と『美術・その精神と表現』で

磯田は、デザインの頁の執筆を行っている。

3.2 学習指導要領における「デザイン」
そもそも教科書は文部科学省が告示する学習指導要領に従って制作される。学習指導要領はほぼ

10年に1回改訂され、検定はおおむね4年ごとに実施されている。現美の教科書は、改訂版が出るた

びに表紙のデザインや仕様も変わった。最初、小中高の教科書は、四角いハードカバーの仕様だった

が、角がなくなったり、ソフトカバーに変わった年もあった。特に、現美の教科書の特徴であるこの分

厚い表紙が生まれたことについて佐藤は、「子どもの手のひらに、本との出合いの手ざわりを与えた

い、教科書に存在感を持たせよう、としてやった」6と述べている。また厚紙は画板にもなるからいい

とも話している。

小中学校では「図画工作」、「美術」は必修教科だが、高校になると、「芸術」とひとくくりになり、「音

楽」「美術」「工芸」「書道」のうちのどれかを選択することになる。高校の美術では、「原則として「美術

概論」、「素描」及び「基本造形」が含まれるようにする」7とあり、それぞれの出版社が内容を自由に選

択できるようになっている。

学習指導要領に「デザイン」が登場したのは小中学校の昭和33年の改訂、高校では昭和35年から初

めてデザインという言葉が登場する。それまでは「図案」という呼び名が一般的だったが、日野永一に

よる「デザイン用語の変遷」8で当初は服飾関係に使用されていた「デザイン」という語が、1950年代

高度経済成長期とともに一般に普及したことを指摘する。昭和52年の小学校学習指導要領では

これまでの内容は、絵画、彫刻、デザイン、工作及び鑑賞の5領域に区別していたが、これらは専

門の造形芸術の分野の分け方に近く、このため実際指導において内容が高度化したり、過密化す

る傾向があった。そこで、これを改め、内容は児童の活動の実態に応じ、「表現」及び「鑑賞」の2領

域に区分して示した。（中略）デザインでは、低学年の知らせる目的でつくる内容を削除し、色や

形の組合せや組立ての内容は、全学年を通じ、表現の領域の内容に吸収させ軽減した9。

とあり、デザインという概念よりも色や形の組み合わせを「表現」として学習させることにより、デ

ザインと他の領域との横断的な学習に移行したと言える。また、続く中学校の改訂では、小学校図画

工作科との関連を図った指導が望まれているとする。その上で、

小学校図画工作科及び高等学校芸術科（美術、工芸）と同様、実際の指導において有機的・総合的

な指導が行われやすいようにするため、「表現」及び「鑑賞」の2領域に整理統合した（中略）

（5）デザインに関する内容については、「色、形などによる構成」は、美術科の内容のすべてにかか

わり、美的構成の基礎能力となるものであるので、「伝達のためのデザイン」と並立して示した。

「使用のためのデザイン」の内容は工芸製作との有機的な指導が行われやすいように改めた。ま

た、「環境のためのデザイン」は、範囲が広がり過ぎ、その取扱いの程度が高くなるので、「表現」の

領域から削除した10。

中学校の学習でも美術は、「表現」と「鑑賞」二つの領域に統合され、小中学校9年間を通じて、色や

形による造形構成を基礎とし、小学校で「知らせる目的でつくる内容」が削除されが、中学校では「伝

達のためのデザイン」として発展させている。デザインの基礎でありながら美術の内容のすべてに関

わるものとして取り扱われていることが重要といえる。

最初はデザインという言葉自体の意味をとらえるために、いろいろな分類によって多角的な学習を

求めたが、昭和52年の改訂では、内容をより凝縮し、色と形による構成でデザインをとらえることに

特化した。以上のように、当時の小中学校の学習指導要領は、デザインの指導方法に試行錯誤を繰り

返していることが分かる。

3.3 あたらしい教科書を求めて
では、当時使われていた現美以外の教科書を見てみよ

う。なお『子どもの美術』が出版された当初、小学校の教

科書は現美を合わせて5社あった。その後刊行された中学

の美術は4社、高校は3社しかなかった。

当時、小中学校の教科書で一番多く使われていたのは、

日本文教出版（以降，日文）の『図画工作』と『美術』でそれ

ぞれ69.4％、74.7％11と全体の70％ほどを占めていた。ま

ず、一番採択数の多い日文の中学校美術教科書『美術1』の

デザインの頁（図3）を見てみると、「色彩と平面構成」が最

初にあり、色相環を使った色彩と色による平面構成の説明がなされている。続いて、「自然物や人工物

をもとにした構成」「文字とマーク」へと進むようになる。また、開隆堂出版の『美術1』でも「色や形の

構成をする」「レタリング」「さし絵」「身近な材料の性質を生かして作る〈1〉日用品の美しさ」と続く。

そこでまず注目すべきは、現美以外の教科書の構成がほぼ似通っている点である。日文の目次には

「表現」の中に「デザイン・工芸」という項目があり、その他の2社の教科書も文言が多少違うものもあ

るが、ほぼ同様な内容になっている。これは、学習指導要領に出てくる「色、形などによる構成と伝達

のためのデザインができるようにする」と「用途や材料をもとにして、つかうためや飾るためのデザ

インをし、工芸の製作ができるようにする」12に対応したものと言える。

一方で、現美の教科書『少年の美術』の目次には、絵画やデザインという分類分けはなく、まず、そ

の概念を説明する文章を導入とし、それから具体的な内容に進んでいくようになっている。デザイン

に関連したページでは、「デザインとは何だろう」というエッセイにはじまり、「物とつきあう」「割箸

をつくろう」「箸の話」「紙を使って」「木の生命」「丸太を割って」「縞を作ろう」「見たてる」となる。これ

らの標題から見ても、他の教科書との違いは大きい。

しかし、高校の教科書になると、それまではなかった「絵画」と「デザイン」、「彫刻」という分類が登

場する。中学までの教科書とは違い、美術というものを体系的に捉えるだけでなく、それぞれが専門

的な分野として位置づけているからではないだろうか。また、他の教科書は、日文の『高校美術1』が

B5判、それ以降はA4サイズ、光村図書出版は全てA4であるにも関わらず、現美の教科書はB4版で

ハードカバーの表紙のため、かなりの大きさと硬さがある。そのため、見開き頁の全面に絵画が配置

されるなど図版も充実させている。

分類分けを行わない中学までの現美の教科書で美術は、デザインや絵画、彫刻、版画などがそれぞ

れ互いに関連しあうものであり、佐藤が「美術を学ぶ人へ」という文章で示すように「感ずる心を育て

る」13ことを目標にしたものであることが読み取れる。一方で、高校では、それまでの経験や知識を

使って、デザインという枠の中で表現していくことを目指したと言える。磯田も、「一つのイメージか

ら、また別の新しいイメージをわかせるような、柔軟な思考と表現の訓練が大切であろう」14と述べ

ているように、美術という枠を超えて、これから生きていく上で重要な思考を育もうとしたものだと

考えられる。

以上のように、同時代の教科書との比較で、現美の教科書はいろいろな点で、「あたらしい教科書」

でることがわかった。なお、この内容で検定に通っているということは、もっといろいろなパターン

の教科書があっても不思議ではないと思われる。しかし、当時の太田や佐藤、安野が危惧するように、

どれも似通った内容の教科書があふれ、それが本当に子どもたちのためになるのかという疑問につ

ながったと思われる。

４. 磯田尚男の美術教育
4.1 デザインとは何だろう
佐藤は、まず『子どもの美術』をつくるにあたって、「私たちが抱い

ている教育理念、哲学を、素直に子どもへ語りかけようと決めたの

です。」15と述べているように、現美の教科書には必ず、それぞれの

学年に対する語りかけから始まる。それは、中高の教科書にも引き

継がれた。

中学生向けの『少年の美術1』と高校の『美術・その精神と表現1』

のデザインの最初には、「デザインとは何だろう」という問いかけか

らはじまる。

中学版（図4）では絵本『ノウムズ（小人たち）』（日本語版では『ノー

ム』）の火おこしをする挿絵を使用し、

生活をもっと快適にするために、みんなで協力し、住む家、身に

つけるもの、食事用具といったものを、一つ一つ失敗しながら

作ってきた。デザインとは、本来そういう行為や作業のことで

ある。（中略）品物や道具は、それを必要とした人びとの意志や

望みが形になってあらわれている。人間の生活に役立ち、いつ

までも大切にしたくなるような、心にふれるものだったら、そ

れはすぐれたデザインといっていいだろう16。

と述べている。デザインとは生活の中から生まれたもので、失敗

しながらより良いものを作り出してきたと磯田は説く。また心にふ

れるかどうかも大事な要素だという。

高校版の「デザインとは何だろう」（図5）では、「フォーク」の成り立ちからデザイン本来の意味を導

き出す。記名ではないが、奥付に佐藤と磯田、高校の教諭である東京都立雪谷高等学校教諭の阪本文

男の3人が執筆者となっており、阪本は高校の教員をしながら画家としても活躍した阪本文男

（1935-1986）であると考えられることから、デザインは磯田自身の執筆によるものと言える。

「デザイン」という概念に対し磯田は、中学の場合とは異なり、「もともとデザインとは、品物の名前

ではない。仕事の名前である。（中略）姿形になるまでの工夫、計画、試作といったプロセス（過程）の

ことをというのである。」17と、もう一歩踏み込んでデザインを説明する。また、「本来、デザインとい

う言葉はラテン語に始まり、美術活動に欠かせない準備段階をさす言葉だった。」18と言い、磯田は「デ

ザイン」は美術、そしてあらゆる創作のもととなるものだとする。「デザインとは何だろう」という問

いかけに対し、デザインを教えることは、美術教育のすべてにつながり、ひいては生活のあらゆる場

面で必要なものだと考えていたことが分かる。

4.2 デザインと教育
『美術・その精神と表現3』で磯田は、「デザインへの道」というタイトルのエッセイを載せている。

その中で、デザインを志す学生に向けて、次のように述べている。

確かに表現力は身につけたいが、どうにも思うにまかせぬという人も多いことだろう。（中略）解

決する道は、実は一つである。”描くこと “である。（中略）目についた物、気になった物、身の周り

にある品物などを、何でも描きとめるという意味である。（中略）何が、どうなっているかを、ため

つすがめつ調べながらきちんと描きとめる。こういう作業をたくさんやる19

これは、磯田が日々行っていたことと呼応する。本学の展覧会でも数多くのスケッチが収められた

ファイルを展示した。このファイルには、植物や身の回りのことなどが描かれ、そのものの形状や事

柄が細かく書き込まれていた。これはほんの一部であり、アトリエには未整理のデッサンやスケッチ

が多く残されており、日々気になったことなどを絵入りのメモとして書き記した。

そこには、磯田の教育観とも合致する部分があったと考えられる。教員用の教科書教授資料の中で

磯田は、「デザインは、絵画・彫刻と並べて平面的に分割されたジャンルの一つではない〔。〕したがっ

て今のデザイン教育はまちがっているのではないか」20（〔。〕は筆者）という。そして、次のような文章

を寄稿する。

デザインの授業は、新鮮な感受性、発色や驚きやのレーダーを磨くためにあるべきです。思いも

しなかった事や物に心を揺さぶられること。それは精神の活性化であります。そのいちいちが「美

術」にむすびつかなくても結構、むしろ日常茶飯事に直結してほしいわけです21。

デザインを学ぶことは、日々の生活で様々な発見をし、豊かな生活を送ることに結び付くという、

磯田のデザイン観をよく表したものだと言える。花や木、日常にあふれるありとあらゆるものに関心

を持ち、観察する。これこそが、磯田のデザインであり、教育であると考えられる。

５. おわりに
以上のように、サテライトギャラリーSA・KURAでの展覧会と共に、磯田が携わった教科書から、デ

ザインと教育について考察を行った。その当時、比較的新しい概念であった「デザイン」という言葉を

教育の現場に取り入れるため、試行錯誤が繰り返されていた。その一番基礎となる教科書に、磯田た

ちは新しい風を送り込もうと奔走する。磯田は、教える立場でもあり、デザインを生み出す側という

両方の立場にあり、それを一番近くで感じていたと思われる。

磯田の作り出すものは、いつも自然や身近にあるものの観察から生まれたものである。言葉も同様

に、デザインや美術以外の様々なものに触れる中で、思考されたものだと考える。こうした、磯田その

ものの生き方がデザインであり、多くの学生に慕われた所以であろうと思われる。

今回は、デザインと教育というテーマで、現美の教科書を取り上げたが、紙面上一部しか紹介でき

ていない。特に、小学校向けの『子どもの美術』に関する研究は、多方面で行われているが、中学高校

向けの教科書は、あまり例がない。これらは、非常に短期間で終わってしまったものではあるが、現代

の教育にも繋がる貴重な視座を与えてくれるものと言えるため、これからも研究を続けていきたいと

考えている。

磯田尚男（皓）　略歴
1932年　東京都生まれ

1955年　東京藝術大学美術学部卒業

1956年　東京藝術大学専攻科修了

1965年　磯田デザイン研究室設立

1969年　愛知県立芸術大学美術学部助教授

1975年　愛知県立芸術大学教授

1996年　愛知県立芸術大学芸術資料館長

1997年　退任/愛知県立芸術大学名誉教授

2001年　尾道大学（現尾道市立大学）芸術文化学部教授

2008年　尾道大学（現尾道市立大学）退任
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